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・学部研究について
・公開授業について
・協議
・講評

研究助言者
研究協力者 より

申込時に参加を希望する
学部を一つお選びください。
オンライン参加の方は
視聴のみとなります。
ご了承ください。

分科会

文部科学省 初等中等教育局特別支援教育課
特別支援教育調査官 加藤 典子様

【ご経歴】
平成４年度～ 鳥取県公立小学校教諭
平成18年度～ 鳥取県教育センター教育相談課指導主事
平成22年度～ 鳥取県教育委員会特別支援教育課で指導主事

（LD等専門員）や指導担当係長
平成30年度～ 鳥取市こども発達支援センター（併）

鳥取市教育委員会学校教育課で主査・係長等
令和２年度より現職

講演会
「子供一人一人の学びの充実に向けて」

教科領域名 数学科

「どっちの量が多いか比べてみたい！」「この容器
に入る量はどのくらいかな？」などの子供の思いや問
いを基に授業を展開します。操作活動を中心にしなが
ら，かさの単位に親しみ，量感を豊かにすることをね
らいます。

単元名 いろいろなかさを量ってみよう
指導内容 測定

授業者 清田勝也 市橋利香

中学部

研究指導・助言者
新潟大学教育学部特別支援教育専修

准教授 渡邉 流理也 様
研究協力者
新潟市立味方小学校

教頭 越村 尚貴 様

当教室では，在籍校で力を発揮することができる
ように，一人一人が自分に合う取組方について考え，
「この取組方でできた！」という学ぶ喜びを味わい，
確かな自信につなげる授業づくりを目指します。

教科領域名 自立活動

授業者 戸石祐子

通級指導部

研究指導・助言者
新潟大学教育学部特別支援教育専修

准教授 入山 満恵子 様
研究協力者
新潟市立黒埼南小学校

教諭 中野 久美 様

活動名 自分に合った取組方で文章題を解こう

※公開授業①②から1つずつ，全部で２つの授業をご覧いただけます。

教科領域名 国語科高等部

単元名 文章を読んで，伝え方の工夫を見つけよう
教材名「アップとルーズで伝える」(光村図書・国語四上)

相手に自分の考えを伝える場面を意識し，「伝え方
の工夫」を探しながら，教材文を読み進めていきます。
そこで見つけた「伝え方の工夫」を使って，自分の考
えを分かりやすく伝える活動に取り組みます。

授業者 松本晴菜 百﨑 千

研究指導・助言者
新潟大学大学院教育実践学研究科

准教授 佐藤 大介 様
研究協力者
新潟市立浜浦小学校

教頭 里村 穣 様

研究指導・助言者
新潟大学教育学部特別支援教育専修

教授 有川 宏幸 様
研究協力者
新潟市立新潟小学校

教諭 三星 雄大 様

教科領域名 生活科

少しずつ身の回りのことに目が向きつつある子供た
ちに対して，「学校の近くにもお店があるんだ」「他
にもどんなお店があるのかな？」という思いを持ちな
がら，時間いっぱい活動に取り組む姿を目指します。

単元名 お店へレッツゴー！
指導内容 コ 社会の仕組みと公共施設

授業者 池浦成実 眞保朋佳

小学部

講演会
語り場公開授業②

高等部・通級

公開授業①
小学部・中学部

分科会
開会
全体会

研究総論について
発表します。

受付 休憩
昼食・休憩

閉会

ICTの活用
交流及び
共同学習

自立活動

進路指導

関係機関
との連携

特別支援
学級

例えばこんなこと，気になっていませんか？

「語り場」 参加者の皆さんからいただいたテーマをもとに
気軽に話し合い，アウトプットできる「語り場」を開催します。

経験や立場が異なる様々な方同士で交流し，特別支援教育について語り合いましょう。
※参加は当日会場で決めることができます。語り合うテーマについては，事前に配付する要項に記載いたします。
※オンライン参加の方はご参加できません。

※Zoomでのご講演となります。


